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Nｏ.6 発行：市民ネットワーク福岡   代表 山口 絵理佳 

「街角トークライブ （共闘する党派の議員と市民によるトーク） 

～みんなで語ろう、政治を～」に参加しました! 
 7/8 主催：市民連合ふくおか（雨のためリモート開催に変更） 

 

市民ネットからは、二人での掛け合いトークしました。 

和白干潟が、渡り鳥の中継地・越冬地として世界でも貴重な湿地で

あること。市民による保全活動やラムサール条約登録運動が行われ

ていること。 

その和白干潟につながる海の中道エリアで、企業による IR（カジノ）

建設計画が水面下で進んでいること。 

そして、環境保全の重要性などをお伝えし「計画が実現したら自然

環境に影響が出ます。これ以上自然を壊さないで！」と、東区和白

干潟のシンボル鳥ミヤコドリが鳥類を代表して訴えました。  

 

 

 

 

  

           

        

  

 

森  あやこ 
 

Ayako Mori  

発行:福岡市議会議員  

森あやこ 

「市民ネットワーク福岡」 
カンパとボランティアで、女性の視点、暮らしの声を政治に届ける運動を 30 年以上続けてきました。 

生活って政治！「住んでるまちを 住み続けられるまちに」市民とともに 

「暮らしのための議会」を実現するため、みなさんのご意見や想いを聞かせてください。 

事務所 TEL:092-662-5077  〒813-0044 福岡市東区千早 5-17-18TK ビル 2 号館 1 階 

FAX:092-662-5097  Mail：fukuokahigashinet@gmail.com  http://ayako966.blog.fc2.com/ 

あなたも一緒に活動しませんか？ 年会費 1,000 円             森あやこ公式ブログ 

 

2023 年 NO.33 夏号  

[6 月議会 一般質問] 

人も猫も暮らしやすい 

   いのち育むまちづくりのために！ 
       猫が好きな方も苦手な方も双方に暮らしやすいまちづくりを！ 

人と猫の共生を願い、全国で多くの方々や民間団体が野良猫の保護や譲渡などのボランティア活動をされ

ていますが、高齢化や疲弊する例もあり、公的な支援がもっと必要です。猫が苦手な方や嫌な思いをした

くない方ほど、しっかりとした取り組みを望まれているのではないでしょうか？ 
 

    地域猫・保護猫活動の充実を！～今年度から野良猫の不妊去勢手術に補助が出ます～ 

譲渡できない（特に子猫）現状があります。市の動物愛護センターでは、猫たちのいのちを絶たずに繋ぐた

めの譲渡会や地域猫活動に取り組む地域への説明を行っています。無償の野良猫の不妊去勢手術、活動状況

の確認や助言等の支援の成果はありますが、地域の理解や活動者の確保などの課題はまだまだ続きます。 
 

💕いのちを繋ぐ、尊厳を学ぶ取り組みを！ 
猫たちは好きでそこにいるのではなく、人間の都合で捨てられ野良猫になり、風雨や暑さ寒さ、事故や病

気など過酷な環境で必死に生きています。市民の方の地道な成功例や東区の私立立花高校が「命のつなぎ

方」授業の一環で、犬猫のいのちを救うために生徒たちが保護猫活動をしている例をあげながら質問をし

ました。地域社会全体が、いのちの尊厳を重視する一歩進んだ取り組みになるよう要望しました！ 

～ 繋ぐ～ 

“ホームレス、野良猫、空き家” 課題を融合し解決し柔軟な取り組みを！ 

十数年前、ホームレスの方々が過ごす公園に数十匹の野良猫がいて、見かねた市民の

方が野良猫の不妊去勢手術を開始し、その後クラウドファンディングと借金してまで

空き家を買われ、ホームレスで生活保護につながった方も、共に保護猫活動を続けら 

れています。市の空き家等対策計画の中に「空き家の多様な活用方策の検討・実施」 

があり、実例をもとに行政が旗を振り、地域の中で市民も企業も行政も 

協働で尊いいのちを大切に考えながら、生きる力を共に育めるまちづく 

りとなることを求めました。※保護猫活動されている不動産業もあります。 

6 月議会 森あやこ一般質問（市議会録画）→ 

・・・福岡市議会傍聴トピック・・・ “市民に開かれた議会に！” 

「政治を市民に身近なもの」にするため、本会議と委員会を傍聴しました。本会議はライブ中継と 

録画配信がありますが、委員会には中継がなく、会議録の掲載は匿名です。私が傍聴した経済振興 

委員会では、市が進める事業を業者へ委託して行う補正予算の審議がありました。「外部業者は 

「手数料」という名目で、働く人の賃金を中抜きしている」という所属委員（市議）からの指摘が 

あり、市は業者に「委託料」を支払いますが、雇用者に実際いくら支払われているのかを把握して

いない状況でした。企業は利益を出すために人件費を抑えます。  

委託業者が雇う派遣で働く人も市民です。物価高騰が続く中、臨時の仕事でギリギリの生活をして

いる人もいます。外部委託ではなく、市が直接雇用して少しでも多くの賃金を支払えるような制度

設計をするべきと考えます。市民目線で傍聴すると、現実的な課題が見え「もっと市民の暮らしの

声が届く議会や市政にしなければ！」と  思いました。 
 

実際に足を運ぶと色々な議員がいることも分かります。議会中に離席、

瞑想（居眠り？）、靴を脱いでリラックス、ヤジを飛ばすなど…。 

そして、真剣に市民のことを考え、市政を良くするために働く議員が 

いることなどなど…。皆さまも一緒にいかがでしょうか？  

1 人で聴くよりも理解が深まりますよ！（市民ネットサポーター） 

 

 

    

                          

「女性議員と語ろう！ もっと政治を身近に！」 

議員になったきっかけ、議員になって良かったことや困った 

ことなど質問に答え、抱負などをお話しさせて頂きました。 
 

「生活って政治」です！ 
北欧などは幸福度が高く女性議員が多くいます。お金（税金）

の使い途は人のいのちに関わる重要なこと。女性ならではの 

視点で、市民と共に進められるまちづくりを願い、参加された

方々と語り合いました。7/9 東箱崎公民館にて、東区女性議員 3 名参加 
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